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2019 年 8 月 27 日 

報道関係各位 

一般社団法人日本能率協会 ドイツメッセ日本代表部 

ロボット革命イニシアティブ協議会 

 

世界最大の B to B 産業技術の展示会「ハノーバーメッセ」に 

ジャパンパビリオン 2020年も設置決定 

HANNOVER MESSE 2020 Japan Pavilion For Connected Industries 

～日本のコネクテッド・インダストリーズ技術・ソリューションを世界へ発信～ 

 

最新の産業技術・製品が一堂に会す世界最大のB to B専門展示会「HANNOVER MESSE（ハノー

バーメッセ（主催：ドイツメッセ株式会社）。 

次回は、2020年4月20日（月）～24日（金）に、ドイツ・ハノーバー国際見本市会場で開催されま

す。 

インダストリー4.0を打ち出し、製造技術のデジタル化を進めるドイツが誇る同展は、製造業のた

めの最新の技術・ソリューションが一堂に会する場であり、世界中の製造業関係者が来場します。 

一般社団法人日本能率協会（JMA）ドイツメッセ日本代表部、ならびに、ロボット革命イニシア

ティブ協議会（RRI）が共同で、日本政府が掲げるConnected Industries （コネクティッド インダ

ストリーズ）とその関連技術、製品、ソリューション、最新事例を世界に発信する場として、「Japan 

Pavilion For Connected Industrie（ジャパン パビリオン フォー コネクティッド インダストリ

ーズ）」を同展に2020年も設置いたします。企業様からのニーズも高く、今回で3回目の設置となり

ます。 

同パビリオンの設置場所は、ハノーバーメッセの人気エリアである「Digital Factory」から2020

年より名称変更される「Digital Ecosystem」になる予定です。 

また、2020年は、一般社団法人日本電機工業会、Industrial Value Chain Initiative（インダスト

リアル バリューチェーン イニシアティブ）と展示エリアを隣接、一体化させ150平米規模になる予

定です。広大な「HANNOVER MESSE（ハノーバーメッセ）」の中で、より大きな展示エリアとな

り、同パビリオンのプレゼンスの向上を図ります。 

あわせて、同パビリオンの構築に当たり、日本のConnected Industries （コネクティッド インダ

ストリーズ）の世界への発信と普及にご賛同、ご支援いただける企業様を募集いたします。 

ご支援いただける場合は、パビリオン内にロゴやカタログを掲出いたします。 

 

 

 

  

 

 

 

News 
 Release 

 

≪HANNOVER MESSE（ハノーバーメッセ） 2020 概要≫ 

会期：  2020 年 4 月 20 日（月）～24 日（金） 9:00～18:00 

会場：  ハノーバー国際見本市会場 

主催：  ドイツメッセ株式会社 

出展者数：6,500 社（2019 年実績） 

来場者数：215,000 人（2019 年実績） 
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【本件に関するお問い合せ】一般社団法人日本能率協会 ドイツメッセ日本代表部 

     担当：竹生（たけお）、小坂（こさか） 

〒105-8522 東京都港区芝公園3-1-22 ／ TEL: 03-3434-6447 ／ E-Mail: DMS@jma.or.jp  

 URL: https://www.jma.or.jp/dms/   

※取材のお問い合せは、広報室（TEL: 03-3434-8620 ／ E-Mail: jmapr@jma.or.jp 担当：川村）
へお願いいたします。 

 

≪ジャパンパビリオン概要≫ 

 主催：  ロボット革命イニシアティブ協議会（RRI） 

      一般社団法人日本能率協会（JMA） 

 後援・協力：関連官庁・団体等に申請予定 

 参加規模：150 平米（予定） 

     *一般社団法人日本電機工業会、Industrial Value Chain Initiative の展示エリアの合計 

 参加号館：HANNOVER MESSE 2020 Digital Ecosystems（ホール 14,15,16,17）のいずれかを予定） 

 参加対象：Connected Industries や製造業向けの IT、IoT に関連した日本国内外における事例 

（ユースケースなどの紹介）・技術・サービス・商品 

      ※日本企業および同海外現地法人の参加とさせていただきます。 

※出展内容がパビリオン設置の目的と合致しない場合は、参加をお断りすることがあります。 

 過去出展者：i Smart Technologies、アビームコンサルティング、Edgecross コンソーシアム、 

       京都機械工具、情報通信研究機構、東海エレクトロニクス、日本電機工業会、 

マクシスエンジニアリング、ミツイワ、LIGHTz / IBUKI（法人格略、五十音順） 

 

≪ジャパンパビリオン募集概要≫ 

 参加料金：600,000 円（不課税） 

 募集社数：最大 6 社（先着順） 

 申込期限：2019 年 11 月 29 日（金） 

 仕様：  背面パネル付展示台・社名板・一定の電気代と工事費・一定の展示物廃棄と清掃 

      （デザインは主催者により統一デザイン） 

 付加サービス：パビリオン内共有エリアでの紹介スライド投影 

        3 月開催予定の東京都内でのジャパンパビリオン記者発表会での 

ショートプレゼンテーション 

 

 

≪ご支援いただけるサポーター募集概要≫ 

 サポーター料金：180,000 円（不課税） 

 ※パビリオン内にロゴやカタログを掲出いたします。 

 申込期限：2020 年 1 月 31 日（金） 

 提供サービス： パビリオン内ロゴ掲示、カタログ設置およびご希望のサポーターにはスライド投影 
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